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第
10
回
支
部
執
行
委
員
会
は
８
月
19
日
に
行
い
、
12
人
出
席
の

も
と
開
催
し
て
、
以
下
の
と
お
り
報
告
・
討
議
し
ま
し
た
。

１
．
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
振
り
返
り

①
京
都
総
評
・
最
賃
署
名
提
出
行
動

○
厚
生
労
働
省
最
低
賃
金
審
議
会
は
、
７
月
28
日
、
時
給
55
円

（
4.9
％
）
引
き
上
げ
の
答
申
。

②
全
国
雇
用
福
祉
事
業
団
協
議
会
・
第
２
回
総
会

○
会
長
：
髙
木
哲
次
、
副
会
長
：
木
ノ
下
貴
之
、
ほ
か
に
理
事

５
名
、
事
務
局
長
は
伊
丹
の
大
槻
氏
。

２
．
次
回
支
部
定
期
大
会
の
概
要

①
大
会
告
示
の
確
認

○
大
会
ま
で
の
段
取
り
を
確
認
。

②
役
員
選
挙
・
立
候
補
受
付
（
受
付
期
間
は
大
会
前
日
ま
で
）

○
執
行
委
員
長
１
名
、
副
執
行
委
員
長
２
名
、
書
記
長
１
名
、

書
記
次
長
２
名
以
内
、
執
行
委
員
12
名
以
内
、
監
査
１
名

③
代
議
員
定
数
と
選
出
と
大
会
役
員
の
お
願
い

○
大
会
役
員
は
次
回
執
行
委
員
会
で
内
定
。

○
来
賓
は
府
本
部
委
員
長
、
井
上
健
二
前
京
都
市
議
を
予
定
。

④
大
会
議
案
の
概
要
説
明
と
執
行
委
員
会
決
定

○
昨
年
よ
り
加
え
た
も
の＝

知
事
選
総
括
、
全
国
事
業
団
協
議

会
設
立
、
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
。

○
省
略
・
縮
小＝

各
事
業
所
の
組
織
状
況
、
組
織
拡
大
。

⑤
支
部
定
期
大
会
に
向
け
た
諸
準
備
と
課
題

○
来
年
度
予
選
編
成
。
府
本
部
費
・
中
央
本
部
費
等
は
今
年
度

と
同
一
。
登
録
人
数
は
本
部
２
５
０
人
、
部
会
80
人
。

３
．
今
後
の
取
り
組
み
、
ほ
か

①
京
都
高
齢
期
運
動
連
絡
会

○
９
月
17
日
㈭
午
後
１
時
半
、
教
文
セ
ン
タ
ー
で
参
加
団
体
代

表
者
会
議
。
年
会
費
の
支
払
。

②
建
交
労
中
央
・
第
28
回
定
期
全
国
大
会

○
８
月
29
日
㈯
午
後
～
31
日
㈪
午
前
。
栃
木
県
宇
都
宮
市
。

○
代
議
員
１
名
（
松
永
委
員
長
）
。
部
会
選
出
代
議
員
で
木
ノ

下
副
委
員
長
は
欠
席
。

③
南
地
区
労
・
納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

○
８
月
29
日
㈯
19
時
、
八
条
口
・
ホ
テ
ル
京
阪
に
て
。

④
京
都
総
評
・
第
100
回
定
期
大
会

○
９
月
５
日
㈯
10
時
、
ラ
ボ
ー
ル
京
都
。
代
議
員
１
名
（
松
永

委
員
長→

府
本
部
か
ら
の
選
出
）
。

⑤
建
交
労
京
都
府
本
部
・
第
28
回
定
期
大
会

○
９
月
６
日
㈰
10
時
、
高
齢
者
会
館
。
代
議
員
７
名
の
選
出
。

○
大
会
議
長
と
選
挙
管
理
委
員
の
内
定
。

○
次
期
の
支
部
選
出
の
府
本
部
役
員
の
重
任
を
承
認
。

⑥
京
都
高
齢
者
大
会
。
10
月
17
日
㈯
午
後
、
ラ
ボ
ー
ル
京
都
。

○
日
本
高
齢
者
大
会
。
11
月
10
日
㈫
～
11
日
㈬
、
大
阪
。

●
次
回
執
行
委
員
会
は
、
９
月
16
日
㈬
午
後
２
時
か
ら
。

生活のために働きたい高齢者を結集しよう ！ ( ２ )



高齢者差別の後期高齢者医療制度の廃止！( ３ )

第25回京都高齢者大会
10月17日(土曜日) 午後1時30分～午後３時30分

今年は午後から全体会のみ開催されます。

会場：ラボール京都（京都労働者総合会館）参加費無料。

記念公演「人権を尊重する社会保障制度めざして」藤井伸生



京
都
府
は
昨
年
度
も
中
央
の
目
安
を
上

回
る
引
き
上
げ
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
も

目
安
を
２
円
上
回
り
ま
し
た
。
一
方
、
昨

年
度
は
64
円
引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
今

年
度
は
６
円
少
な
く
、
引
き
上
げ
幅
は
縮

小
し
て
い
ま
す
。

京
都
労
働
局
に
よ
る
と
、
現
在
の
時
給

１
１
８
０
円
以
下
の
賃
金
で
働
く
労
働
者

は
、
府
内
の
労
働
者
の
11
・
５
％
に
上
り

ま
す
。
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、
多
く

の
労
働
者
の
暮
ら
し
に
直
接
影
響
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

答
申
に
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
が
倒
産
や
廃
業
に
至
る
こ
と
な
く
、
事

業
を
継
続
し
な
が
ら
持
続
的
に
賃
上
げ
で

き
る
環
境
整
備
が
重
要
だ
と
し
て
、
業
務

改
善
助
成
金
な
ど
各
種
支
援
制
度
の
要
件

緩
和
・
拡
充
、
賃
上
げ
促
進
税
制
の
充
実
、

社
会
保
険
料
の
事
業
主
負
担
分
の
免
除
・

軽
減
な
ど
を
政
府
に
強
く
求
め
る
内
容
も

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
賃
上
げ

を
直
接
支
援
す
る
新
た
な
制
度
の
創
設
も

要
望
し
て
い
ま
す
。

物
価
高
へ
の
対
応
を
掲
げ
な
が
ら

発
効
は
11
月
16
日

今
回
、
特
に
問
題
と
な
る
の
が
発
効
日

の
遅
さ
で
す
。
昨
年
度
の
京
都
府
最
低
賃

金
は
11
月
21
日
か
ら
の
発
効
で
し
た
が
、

今
年
度
も
11
月
16
日
ま
で
ず
れ
込
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

今
年
度
の
全
国
の
答
申
で
は
、
10
月
１
日

か
ら
発
効
す
る
地
域
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

最
低
賃
金
発
効
が
遅
れ
れ
ば
、
そ
の
間

は
引
き
上
げ
ら
れ
た
賃
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
物
価
高
が
続
く
な
か
、

労
働
者
に
と
っ
て
は
直
接
的
な
不
利
益
と

な
り
ま
す
。

発
効
日
を
め
ぐ
っ
て
は
、
労
働
者
側
が

早
期
発
効
を
求
め
る
一
方
、
使
用
者
側
は

12
月
や
１
月
の
発
効
を
求
め
る
な
ど
、
労

使
の
意
見
が
対
立
し
ま
し
た
。
意
見
の
隔

た
り
が
埋
ま
ら
な
い
中
、
公
益
委
員
が
11

月
16
日
発
効
を
提
案
し
、
賛
成
多
数
で
決

定
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

58
円
の
引
き
上
げ
は
一
定
の
前
進
で
す

が
、
物
価
高
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
に
は
十

分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
全
国
一
律
最
低
賃

金
１
５
０
０
円
の
早
期
実
現
と
と
も
に
、

国
と
地
方
自
治
体
は
、
中
小
企
業
が
賃
上

げ
で
き
る
た
め
の
直
接
的
な
支
援
を
強
化

し
、
労
働
者
と
事
業
者
の
双
方
を
支
え
る

政
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
山
川
）

高齢者・ 失業者の就労の場拡大強化と事業団運動の前進を！ ( ４ )

京
都
府
の
最
低
賃
金
１
１
８
０
円
へ

58
円
引
き
上
げ
も
昨
年
を
下
回
る

発
効
は
11
月
16
日

京
都
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
８
月
20
日
、
京
都
府
内
の
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

を
現
行
の
１
１
２
２
円
か
ら
58
円
引
き
上
げ
、
１
１
８
０
円
と
す
る
よ
う
京
都
労
働

局
長
に
答
申
し
ま
し
た
。
引
き
上
げ
率
は
５
・
17
％
で
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
が

示
し
た
目
安
の
56
円
を
２
円
上
回
り
ま
し
た
。
発
効
予
定
日
は
11
月
16
日
で
す
。



建
交
労
中
央
第
28
回
定
期
大
会
が
栃
木

県
宇
都
宮
市
で
開
催
さ
れ
、
３
日
間
に
わ

た
り
運
動
方
針
な
ど
を
討
議
し
ま
し
た
。

足
立
委
員
長
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や

中
東
で
の
戦
闘
な
ど
、
世
界
で
市
民
の
命

が
奪
わ
れ
る
状
況
に
触
れ
、
「
国
際
秩
序

が
重
大
な
岐
路
に
立
っ
て
い
る
」
と
指
摘
。

軍
備
拡
大
を
進
め
る
政
府
を
批
判
し
、
憲

法
９
条
を
守
り
、
平
和
を
実
現
す
る
た
め

力
を
発
揮
し
よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

広
瀬
書
記
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
賃
金
・

労
働
条
件
改
善
や
仕
事
を
守
る
た
た
か
い

を
振
り
返
り
、

今
後
の
運
動
と

し
て
、
①
仕
事

と
生
活
を
守
る
、

②
組
織
の
強
化

拡
大
、
③
改
憲

大
軍
拡
に
反
対

し
、
消
費
税
減

税
や
原
発
ゼ
ロ
な
ど
国
民
的
課
題
で
共
同

を
広
げ
る
こ
と
を
提
起
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
被
災
地
で
の
救
援
活
動
、

青
年
・
女
性
部
の
平
和
運
動
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
過
労
死
裁
判
、
学
童
保
育

指
導
員
の
処
遇
改
善
な
ど
、
各
地
の
取
り

組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
運
動
方
針
、

決
算
・
予
算
案
な
ど
を
採
択
し
、
役
員
を

選
出
。
最
後
は
「
団
結
頑
張
ろ
う
」
を
三

唱
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。
（
松
永
雅
明
）

京
都
総
評
第
100
回
定
期
大
会
が
９
月
５

日
、
ラ
ボ
ー
ル
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
対
話
と
学
び
合
い
」
「
参
加
と
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
」
を
重
視
し
、
職
場
の
声
か
ら
要

求
を
つ
く
り
、
要
求
実
現
の
力
を
仲
間
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
き
た
１
年
間
の
活
動
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
物
価
高
騰
が
続
く
な
か
、

賃
上
げ
が
物
価
上
昇
に
追
い
つ
い
て
い
な

い
現
状
を
指
摘
。
大
軍
拡
に
よ
る
社
会
保

障
や
暮
ら
し
へ
の
影
響
に
も
触
れ
、
憲
法

９
条
の
改
悪
を
阻
止
し
、
軍
事
力
で
は
な

く
対
話
と
外
交
に
よ
る
平
和
を
求
め
る
運

動
を
職
場
と
地
域
か
ら
広
げ
よ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
秋
季
・
年
末
闘
争
で
は
、

す
べ
て
の
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
、
公
契

約
条
例
の
制
定
、
組
織
強
化
・
組
合
加
入

促
進
、
労
働
条
件
の
改
善
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
社
会
保
障
の
充
実
な
ど
を
重
点
課
題

と
し
て
提
起
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
地
域
か
ら
の
平
和
運
動
や

労
働
条
件
改
善
の
取
り
組
み
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
議
案
と
大
会
宣
言
を

採
択
し
、
新
議
長
に
永
戸
有
子
氏
を
選
出
。

新
た
な
役
員
体
制
を
確
認
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。

（
執
行
委
員
長
・
松
永
雅
明
）

守ろう ９ 条！ 生かそう 憲法!! なく そう 貧困! ! !( ５ )

平
和
と
要
求
実
現
へ
団
結
を
確
認

８
月
29
～
31
日

建
交
労
中
央
本
部

第
28
回
定
期
大
会
開
く

足立中央委員長の挨拶

「
対
話
と
学
び
合
い
」
で
仲
間
を
増
や
そ
う

９
月
５
日

京
都
総
評
が
定
期
大
会
で
新
議
長
選
出



建
交
労
京
都
府
本

部
は
９
月
６
日
、
第

28
回
定
期
大
会
を
30

人
の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。
京
都
支
部

か
ら
は
、
谷
本
樹
保

さ
ん
が
大
会
議
長
、

丹
野
陽
一
さ
ん
が
選
挙
管
理
委
員
を
務
め
、

ほ
か
５
人
の
代
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

討
議
の
後
、
運
動
方
針
、
予
算
・
決
算
な

ど
の
議
案
を
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
前
日
に
選
出
さ
れ
た
ば
か

り
の
京
都
総
評
・
永
戸
有
子
新
議
長
が
来

賓
と
し
て
出
席
し
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

京
都
総
評
初

の
女
性
議
長

で
、
出
身
は

京
都
自
治
労

連
（
京
都
市

職
労
）
。
11

年
間
議
長
を
務
め
た
梶
川
憲
氏
（
京
都
教

職
員
組
合
）
か
ら
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。
ま
た
府
本
部
の
役
員
選
挙
で
は
執

行
委
員
長
も
交
代
し
、
新
た
に
橋
本
稔
さ

ん
（
ト
ラ
ッ
ク
部
会
・
関
西
合
同
支
部
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
橋
本
新
委

員
長
の
発
声
で
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を

三
唱
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

（
山
川
）

南
地
区
労
で
は
恒
例
の
納
涼
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
京

都
駅
八
条
口
の
ホ
テ
ル
京
阪
京
都
グ
ラ
ン

デ
の
屋
上
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
。
支

部
か
ら
３
人
が

参
加
し
、
全
体

で
20
数
人
が
集

ま
っ
て
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。

当
日
は
夕
方

か
ら
雨
模
様
で
、

開
始
時
刻
の
午

後
７
時
に
は
激
し
い
雨
に
。
屋
上
の
会
場

に
は
ア
ウ
ト
ド
ア
風
の
天
幕
が
常
設
さ
れ

て
、
雨
で
も
席
を
移
動
せ
ず
に
済
む
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
セ
ル
フ
サ
ー

ビ
ス
の
ビ
ー
ル
を
お
代
わ
り
に
行
く
た
び
、

雨
の
中
を
歩
く
こ
と
に
。
ビ
ー
ル
だ
け
で

な
く
、
雨
水
も
少
し
は
飲
ん
だ
？

料
理
は
「
屋
上
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
で
、

テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
た
コ
ン
ロ
で
冷
凍
肉

や
野
菜
な
ど
を
自
分
た
ち
で
焼
く
ス
タ
イ

ル
。
焼
い
た
り
切
っ
た
り
少
々
手
間
と
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
雨
に
も
負
け
ず
、

に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。
（
山
川
）

介護保険制度の充実と介護労働者の労働条件改善を！ ( ６ )

雨
の
日
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
懇
親
を
深
め
る

８
月
29
日

南
地
区
労
が
納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

橋本稔新委員長
建
交
労
京
都
府
本
部
第
28
回
定
期
大
会
開
く



こ
れ
を
読
ま
れ
る
頃
に
は
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
10
月
１
日
か
ら
酒
税
が

改
正
さ
れ
ま
す
。
２
０
１
８
年
か
ら
の
３

段
階
の
見
直
し
の
最
終
段
階
で
、
ビ
ー
ル

系
飲
料
の
税
率
が
350
㎖
当
た
り
54
円
25
銭

に
一
本
化
さ
れ
ま
す
。
ビ
ー
ル
は
減
税
、

発
泡
酒
や
第
３
の
ビ
ー
ル
は
増
税
で
す
。

具
体
的
に
は
、
メ
ー
カ
ー
の
10
月
１
日

出
荷
分
か
ら
、
ビ
ー
ル
は
350
㎖
当
た
り
63

円
35
銭
か
ら
９
円
10
銭
減
税
。
麦
芽
比
率

の
低
い
発
泡
酒
や
第
３
の
ビ
ー
ル
は
46
円

99
銭
か
ら
７
円
26
銭
増
税
と
な
り
ま
す
。

チ
ュ
ー
ハ
イ
な
ど
は
28
円
か
ら
35
円
へ
、

７
円
増
税
で
す
。
清
酒
や
ワ
イ
ン
な
ど
の

醸
造
酒
は
、
２
０
２
３
年
に
税
率
が
一
本

化
さ
れ
、
今
回
の
変
更
対
象
外
で
す
。

税
率
が
同
じ
に
な
る
こ
と
で
、
各
メ
ー

カ
ー
で
は
「
金
麦
」
や
「
本
麒
麟
」
な
ど

第
３
の
ビ
ー
ル
か
ら
、
ビ
ー
ル
へ
と
商
品

を
切
り
替
え
る
動
き
も
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
メ
ー
カ
ー
が
「
い
か
に
税
金
を

安
く
す
る
か
」
と
い
う
視
点
で
商
品
開
発

を
行
っ
て
き
た
の
が
、
酒
税
収
入
が
減
少

し
た
要
因
と
財
務
省
は
考
え
て
お
り
、
税

体
系
を
見
直
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
日

本
の
ビ
ー
ル
類
の
酒
税
は
欧
米
よ
り
か
な

り
高
く
て
、
350
㎖
あ
た
り
英
国
は
39
円
、

米
国
は
７
円
、
ド
イ
ツ
で
は
４
円
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
酒
税
は
国
税
収
入

の
約
1.5
％
、
年
間
約
１
兆
２
千
億
円
で
す
。

明
治
時
代
に
は
酒
税
が
国
税
収
入
の
４
割

前
後
を
占
め
た
時
期
も
あ
り
、
明
治
32
年

に
は
地
租
を
抜
い
て
国
税
収
入
の
第
１
位

と
な
り
ま
し
た
。
大
正
７
年
に
所
得
税
に

抜
か
れ
る
ま
で
、
酒
税
は
国
の
重
要
な
財

源
で
し
た
。
作
業
終
わ
り
の
ビ
ー
ル
１
缶

に
、
酒
税
が
「
国
を
支
え
た
時
代
」
に
思

い
を
は
せ
て
味
わ
う
の
も
、
た
ま
に
は
面

白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
山
川
）

労働組合の社会的使命と役割を果たす中で政治革新の前進を！( ７ )

９月のまちがいさがし ２つの絵で違いが７ヵ所あります。

豪雨襲来 （答えは10ページ）

酒
税
法
改
正
10
月
か
ら
の
ビ
ー
ル
の
値
段
は
？

時事
問題



10
月
１
日
㈭

京
菓
子
展
・
寛
永
行
幸
絵
巻
／
有
斐
斎
弘
道
館

瑞
饋
祭
／
北
野
天
満
宮

ず

い

き

夢
コ
ス
モ
ス
園
／
亀
岡
運
動
公
園
体
育
館
東
側

10
月
２
日
㈮

び
わ
湖
疏
水
船
・
秋
シ
ー
ズ
ン
運
航
開
始

秋
の
京
都
盆
栽
展
／
京
都
府
立
植
物
園

10
月
３
日
㈯

ク
ー
ハ
ノ
ハ
ノ
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
京
都
駅

鉄
道
と
建
築
そ
の
美
と
機
能
／
京
都
鉄
道
博
物
館

10
月
４
日
㈰

宇
治
茶
ま
つ
り
／
宇
治
橋
お
よ
び
興
聖
寺
周
辺

城
陽
秋
花
火
／
京
都
府
立
木
津
川
運
動
公
園

10
月
６
日
㈫

源
氏
物
語
王
朝
の
か
が
や
き
／
京
都
国
立
博
物
館

10
月
10
日
㈯

京
都
パ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
上
賀
茂
神
社

10
月
14
日
㈬

人
形
供
養
祭
／
宝
鏡
寺
（
寺
之
内
通
堀
川
東
入
）

10
月
17
日
㈯

竹
の
径
・
か
ぐ
や
の
夕
べ
／
向
日
市
物
集
女
町

10
月
22
日
㈭

時
代
祭
／
京
都
御
所
～
平
安
神
宮

鞍
馬
の
火
祭
／
由
岐
神
社

10
月
25
日
㈰

京
都
飲
み
歩
き
「
上
ル
下
ル
」
／
四
条
烏
丸
周
辺

亀
岡
祭
／
鍬
山
神
社
ほ
か

10
月
30
日
㈮

秋
の
古
本
ま
つ
り
／
百
万
遍
知
恩
寺

京
都
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
フ
ェ
ア
／
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ

神
無
月
の
あ
れ
こ
れ

＝

秋
を
感
じ
る
催
し＝

か
ん
な
づ
き

10
月
に
入
れ
ば
、
よ
う
や
く
過
ご
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
る
は

ず
。
今
回
は
、
私
が
実
際
に
訪
れ
て
「
秋
ら
し
い
」
と
感
じ
た
、

京
都
府
内
の
催
し
を
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

亀
岡
・
夢
コ
ス
モ
ス
園
（
10
月
１
日
～
11
月
８
日
）

京
都
縦
貫
道
亀
岡
イ
ン
タ
ー
西
側
の
約
４
㌶
に
、
20
品
種
約
８

０
０
万
本
の
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
晴
れ
た
日
に
訪
れ
る

と
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
一
面
に
広
が
り
、
ま
さ
に
圧
巻
で
す
。

入
園
料
は
土
日
祝
日
１
０
０
０
円
、
平
日
８
０
０
円
。
飲
食
店
や

亀
岡
特
産
品
の
露
店
も
並
び
、
有
料
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。

竹
の
径
・
か
ぐ
や
の
夕
べ
（
10
月
17
日
㈯
～
18
日
㈰
）

み
ち

ゆ
う

向
日
市
の
「
竹
の
径
」
は
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
東
端
の
京
都
市

洛
西
竹
林
公
園
の
東
側
に
広
が
る
、
全
長
約
1.8
㌔
に
わ
た
る
竹
林

の
散
策
路
。
「
美
し
い
日
本
の
歩
き
た
く
な
る
み
ち
５
０
０
選
」

に
も
選
ば
れ
、
京
都
府
景
観
資
産
に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
で
25
回
目
を
迎
え
る
「
か
ぐ
や
の
夕
べ
」
は
、
約
４
千
個

の
水
蝋
燭
（
竹
筒
に
水
を
張
り
、
小
さ
な
蝋
燭
を
浮
か
べ
て
火
を

み
ず
ろ
う
そ
く

灯
す
）
が
散
策
路
の
両
側
に
並
べ
ら
れ
、
竹
林
を
照
ら
し
、
幻
想

と
も的

な
光
景
が
広
が
り
ま
す
。
開
催
は
午
後
５
時
30
分
か
ら
８
時
ま

で
。
消
灯
後
は
真
っ
暗
に
な
る
の
で
、
帰
り
道
の
た
め
懐
中
電
灯

が
あ
る
と
安
心
で
す
。

（
山
川
）

みんなの力で高齢者事業団運動を高めよう ！ ( ８ )

京
都
の
催
事
案
内

有
料
行
事
を
含
む
、
イ
ベ
ン
ト
予
定
を

拾
っ
て
み
ま
し
た
。
主
催
者
の
都
合
や

天
候
等
で
、
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。



今
回
も
足
腰
を
い
た
わ
り
な
が
ら
歩
け
る
京
都
の
「
低
山
」
を

探
し
、
大
徳
寺
の
南
に
あ
る
標
高
１
１
２
メ
ー
ト
ル
余
り
の
船
岡

山
公
園
と
建
勲
神
社
を
訪
ね
ま
し
た
。

た
け
い
さ
お

朝
、
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
「
船
岡
山
」
で
下
車
。
公
園
の
北
側

か
ら
入
る
と
、
い
き
な
り
40
段
ほ
ど
の
石
段
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

街
中
か
ら
少
し
入
っ
た
だ
け
な
の
に
木
々
が
生
い
茂
り
、
鳥
や
セ

ミ
の
声
が
聞
こ
え
、
ト
ン
ボ
も
飛
ん
で
い
ま
す
。
気
持
ち
よ
く
歩

き
な
が
ら
登
っ
て
い
く
と
、
「
応
仁
永
正
戦
場
の
碑
」
と
解
説

お
う
に
ん
え
い
し
ょ
う

板
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
進
む
と
広
場
が
あ
り
、
テ
ン
ト
を
張
っ
て
い
る
人
た
ち

が
い
ま
し
た
。
聞
け
ば
「
京
建
労
ま
つ
り
」
の
準
備
と
の
こ
と
。

広
場
の
東
側
に
は
、
円
山
公
園
に
も
あ
る
「
旧
ラ
ジ
オ
塔
」
が

あ
り
、
そ
の
隣
に
は
舞
台
と
石
の
座
席
を
備
え
た
野
外
演
奏
場
が

あ
り
ま
し
た
。
船
岡
山
に
こ
ん
な
施
設
が
あ
る
と
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

公
園
の
南
側
へ
進
む
と
山
頂

に
到
着
。
三
角
点
の
標
識
が
あ

り
ま
し
た
。
途
中
で
は
比
叡
山

や
北
山
、
東
山
、
京
都
の
街
並

み
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
山
頂
は
木
々
に
遮
ら
れ
て
景
色
は
見
え
ま
せ
ん
。

こ
こ
か
ら
東
へ
向
か
い
、
建
勲
神
社
へ
。
境
内
で
は
舞
殿
と

た
け
い
さ
お

本
殿
を
守
る
「
阿
吽
の
獅
子
」
が
目
に
入
り
ま
し
た
。
神
仏
を
頼

あ

う

ん

し

し

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
神
社
や
仏
閣
の
建
物
な
ど
を
見
る
の

は
好
き
で
、
こ
の
獅
子
も
な
か
な
か
い
い
面
構
え
で
し
た
。

船
岡
山
の
解
説
に
よ
る
と
、
平
安
京
造
営
の
際
に
は
北
の
起
点

と
さ
れ
、
応
仁
の
乱
で
は
西
軍
の
陣
地
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
こ
の
地
域
が
後
に
「
西
陣
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
に
も
ゆ
か

り
が
あ
る
な
ど
、
船
岡
山
は
京
都
の

歴
史
を
語
る
う
え
で
重
要
な
場
所
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
身
近
な
「
低
山
」
を
歩

き
な
が
ら
、
自
然
を
楽
し
む
だ
け
で

な
く
、
京
都
の
歴
史
に
も
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
足
腰
に
無
理
を

さ
せ
な
い
街
歩
き
と
し
て
、
船
岡
山

は
ち
ょ
う
ど
よ
い
散
策
先
で
し
た
。

高齢者・ 障害者が安心できる社会保障制度の実現を！( ９ )

▲応仁永正戦跡碑

▼野外演奏場

▲三等三角点

京
都
の
〝
低
山
″

船
岡
山
公
園
を
歩
く

建
交
労
京
都
支
部
Ｏ
Ｂ

中
村

崇
さ
ん

▲建勲神社 本殿と神門



お
盆
に
千
葉
県
で
豪
雨
災
害
が
起
き
た
以

降
、
毎
週
あ
ち
こ
ち
で
大
雨
に
よ
る
浸
水

被
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
▼
ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
「
史
上

最
大
の
詐
欺
」
と
主
張
し
、
パ
リ
協
定
か

ら
の
離
脱
や
環
境
規
制
の
緩
和
を
進
め
て

い
ま
す
。
実
に
嘆
か
わ
し
い
爺
さ
ん
や
。

最
低
賃
金
の
決
定
プ
ロ
セ
ス

京
都
府
の
２
０
２
６
年
度
最
低
賃
金
は
、

８
月
20
日
に
答
申
さ
れ
、
異
議
申
出
を
経

て
９
月
９
日
に
確
定
し
ま
し
た
。
▼
最
低

賃
金
の
改
定
が
秋
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
。

春
の
賃
上
げ
や
物
価
動
向
、
企
業
の
支
払

い
能
力
な
ど
を
踏
ま
え
て
７
月
に
中
央
最

賃
審
議
会
が
示
す
目
安
を
も
と
に
、
地
方

審
議
会
が
審
議
す
る
た
め
、
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
決
定
さ
れ
る
の
が
通
例
で
す
。
▼

官
報
告
示
後
30
日
以
内
に
発
効
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
昨
年
の
京
都
は
９
月
25
日
に

官
報
公
示
、
11
月
21
日
発
効
。
今
年
は
10

月
中
下
旬
の
官
報
公
示
を
経
て
、
11
月
16

日
発
効
と
な
り
ま
す
。
▼
厚
労
省
は
今
年
、

発
効
日
を
大
幅
な
引
上
げ
額
を
確
保
す
る

た
め
の
「
過
度
な
交
渉
材
料
」
と
す
べ
き

で
は
な
く
、
遅
ら
せ
る
場
合
は
明
確
な
理

由
を
示
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。
▼
経
営
側

は
、
人
件
費
を
価
格
転
嫁
す
る
時
間
的
猶

予
と
か
、
各
種
助
成
金
の
申
請
を
発
効
前

に
す
る
た
め
、
少
し
で
も
遅
ら
せ
た
い
と

主
張
し
ま
す
。
▼
生
活
改
善
を
実
感
で
き

る
の
は
、
実
際
に
最
低
賃
金
が
上
が
っ
て

か
ら
。
発
効
日
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
よ
り
、

早
く
賃
金
に
反
映
し
て
物
価
対
策
を
行
う

の
が
大
切
で
は
と
思
う
ん
で
す
。
（
や
）

( １０ )

まちがいさがしのこたえ


